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         ２００６－２００７年度ロータリー奨学生 

ロータリー財団の奨学金を頂き、イギリス・ル

ートンに留学しました。当時、妻と息子１２歳（小

学６年生）、娘９歳（小学３年生）を日本に残して

の留学でした。 

留学する前、家族の事は、精神的にも経済的に

も私が父親として支えているものだと思ってい

ました。でも、それがそうではないと気づいたこ

とが、皮肉にも留学の最大の収穫であったかもし

れない。私自身、妻や息子、娘に支えられている

ことに気づいたのである。 

ロンドン・ヒースロー空港に降り立った９月中

旬は既に薄手のコートが必要なくらい肌寒かっ

た。実は、機内にいる時から不安で一杯であった。 

ずっと４人で生活してきて、一人の生活は寂し

かったのである。迎えに来てくれた Johnは、そん

な私の心配を見て取ったのか、その晩は、自宅に

招待してくれて、奥さんの手作りの温かいスープ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

柳川 浩三 

でもてなしてくれた。 

 翌日も小雨交じりの空模様だったが、Johnは 

一日私に付き合ってくれた。７０歳過ぎの John 

には、肉体的にきつかったであろう。銀行口座 

の開設や、私がスキーが好きだと聞いていたよ 

うで、ミルトンキーンズにある人工スキー場を案 

内してくれた。誰かが、そばにいてくれないと不 

安で押しつぶれそうな私を Johnが救ってくれ 

た。ホストカウンセラーの Geoffreyも色々心配 

してくれた。 

 時に自宅に招いてくれて、奥さんの美味しい手 

料理をご馳走してくれたり、毎週開かれる、ＲＣ 

の集まりに誘ってくれた。とりわけ、ルートン滞 

在計１４回に及ぶ各地のＲＣでのスピーチを設定、 

手配してくれた。 

 お陰様で、度胸だけは付いたが、スピーチの英 

語は相変わらずあまりうまくならない。（次ページへ） 

 

会 長 阪西 貴子  幹 事 藤本 恵介 

 

●友好クラブ 

 韓国・龍仁ロータリークラブ 

  国際ロータリー第 3600 地区 

 台湾・台中文心ロータリークラブ 

  国際ロータリー第 3461 地区 

●姉妹クラブ 

 千曲川ロータリークラブ 

  国際ロータリー第 2600 地区 

●提唱インターアクトクラブ 

 光明学園相模原高等学校 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



 

 

留学を無事に終えられたのも、Geoffrey夫妻のお 

陰である。 

 留学から戻って４年後、私は２５年間務めた県

立高校教師を退職し、大学教師になった。大学に

移った当初は、戸惑う事の方が多かったものの、 

今は授業が楽しいし、この春３度目のゼミ生を卒

業生として送り出すことが出来た。 

 しかし、無いものねだりなのか、ノスタルジッ

クな思いなのか、今は、高校教師が懐かしく思わ

れる。生徒や同僚たちと触れ合っていたころが懐

かしい。 

 結局、人は人の間でしか生きられないとしみじ

み感じる。大学は自由でいいが、私にはやや人間

臭さが足りない気がしてしまう。ルートン滞在中、

込み上げてくる寂しさの中で、私自身が家族に支

えられていることに気がついたのと同様に、教員

も学生や生徒や同僚と人との関係に支えられて

いるのである。 

 人に奉仕することで、自分が活かされるとする

ロータリーの使命にも通じると感じる。 

【皆様の寄付が貢献 世界で活躍する財団奨学

生と平和フェロー】 

「第２７８０地区平和フェロー・奨学金委員会」 

ロータリー財団は「世界で良いことをしよう」

の理念の下、会員の寄付で運営されており、その

寄付が「人を育てるロータリー財団」の活動とし

て、平和フェローやロータリー奨学生のための奨

学金として活用されております。 

第 2780地区平和フェロー・奨学金委員会は、3

つの奨学金プログラム（平和フェロー奨学金・ロ

ータリー奨学金・第 2780地区ロータリー奨学金）

を担当しています。まずはこの３つの奨学金制度

についてご説明させていただきます。 

１．平和フェロー奨学金 

平和は「人」から始まるという趣旨の下、人材

育成を目的として、ポール・ハリス没後 50周年を

記念し創立された、ポリオ撲滅に次ぐ重要な奨学

金プログラムです。平和フェローシップ（支給型

の奨学金）を通じて、世界平和と紛争予防の担い

手となる人材を育て、平和推進者の世界的ネット

ワークを築いています。 

平和センターは、現在世界 l6カ国（アメリカ・

日本・イギリス・オーストラリア・スエーデン・ 

 

 

ウガンダ）、7つの有名大学（デューク大学/ノー 

スカロライナ大学・国際基督教大学(ICU)・ブラッ 

ドフォード大学・クイーンズランド大学・ウプサ 

ラ大学・マケレレ大学）に設置されています。 

選考基準はプログラムにより異なりますが、「国 

際関係」「平和」「紛争解決」の分野で３〜５年間 

の職歴を有し、学士号に相当する学位、第２言語 

能力など、国際的または地域社会での人道的活動 

や平和活動に取り組む熱意がある人が世界審査 

により選出されます。この奨学金は 1人あたり約 

８０，０００ドルが支給されます。 

毎年世界で約 130名のロータリー平和フェロー 

が選ばれ、平和と紛争解決分野の専門能力開発及 

び平和と安全保障分野のプログラムを学びます。 

各平和センターでは、独自のカリキュラムと実地 

研修が適用され、さまざまな方法で平和と紛争解 

決の研究が行われています。卒業後は、国際機関 

や NGOでリーダーシップを発揮し、より平和な世 

界を築くために活躍しています。 

日本には東京三鷹の国際基督教大学(ＩＣＵ)に 

平和センターがあります。第 2750地区を中心と 

した第２７８０地区を含む近隣 6地区が「ホスト 

エリア連絡協議会」を形成し、当地区では毎年２ 

５，０００ドルを平和センターへ支援しています。 

国際基督教大学には毎年 10名の平和フェロ 

ーが来日・修学します。当地区では毎年 1名もし 

くは２名を干すとし、カウンセラーを選任いたし 

ます。近年コロナ禍で来日がかないませんでした 

が、２０２２年８月に来日が再開されました。 

２０２３－２４年度に当地区がホストする平 

和フェローは下記の４名で、カウンセラーと所属 

クラブは下記の通りです。 

・第２０期生 コロンビアよりルシア・プリード 

さん（大箭剛久会員：茅ヶ崎ＲＣ） 

・第２１期生 コロンビアよりダイアナ・グティ 

エレスさん（井上善博会員：秦野ＲＣ） 

・第２１期生 コロンビアよりカルロス・ナバレ 

テさん（落合伸一会員：横須賀西ＲＣ） 

・第２２期生 リベリアよりサムエル・マッカー 

シーさん（栄枝隆成会員：相模原西ＲＣ） 

左よりカルロス、ルシア、ディアナ、カキナリさ 

ん（帰国）マッカーシーさんご一家  

（次ページへ続く） 

 

 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

２．ロータリー奨学金 

ロータリー財団とクラブは大学・大学院レベル

の奨学金を通じて、地域や世界で活躍できる未来

のリーダーを育成しています。 

ロータリー奨学生２人目の緒方貞子さんは学

友人道奉仕世界賞を受賞されました。また第２７

８０地区厚木ＲＣの推薦で１９８７年にアメリ

カに留学された中満泉さんは国連事務次長にな

り、現在国連を代表して世界の軍縮を推し進めて

おられます。以前の地区大会で新世代交流会のフ

ァシリテーターをされた UNHCRの中村恵さんもロ

ータリー奨学生でした。 

ロータリー奨学金（グローバル補助金奨学金）

は世界で求められている人道的ニーズや 

「ロータリーの 7つの重点分野」 

① 平和と紛争予防/紛争解決 

② 疾病予防と治療 

③ 水と衛生 

④ 母子の健康 

⑤ 基本的教育と識字率向上 

⑥ 経済と地域社会の発展 

⑦ 環境の保護 

に関連した研究のため、大学院または同等の研究

機関への留学を支援するプログラムです。 

この奨学金は 1人あたり約３０，０００～３６，

０００ドルの支給型奨学金です。留学後、世界各

国で平和の活動に携わる、平和を担う人材を育成 

 

 

するプログラムとご理解頂きたいです。 

３．第２７８０地区ロータリー奨学金 

第２７８０地区ロータリー奨学金（地区補助金 

奨学金）とは、海外の大学または大学院で１～２ 

年間、研究分野や芸術・文化を学ぶための留学先 

を問わない奨学金です。この奨学金は 1人あたり 

約２４，０００ドルの支給型奨学金です。 

これらの奨学金プログラムは全て財団への寄付 

金で運用されています。そして奨学生の多くが世 

界中で活躍しています。つまり皆様一人一人の寄 

付がそれに大きく貢献しているわけです。ぜひこ 

のことには誇りを持っていただきたいと思います。 

そして引き続きロータリー財団へのご支援をどう 

ぞよろしくお願いいたします。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

いきなり週末は寒くなりましたね。都心は朝方 

最低８度となり、一気に冬になりました。その５ 

日前は２７度越えだったそうで、でこの時期では 

１００年ぶりの暑さといわれていたのに、この温 

度差に身体がついていかないかんじです。 

この天候が不順なせいかどうかわかりませんが、 

日本各地で「熊」の目撃情報が相次いでいますね。 

相模原市の緑区でも「熊」が目撃されたそうです。 

緑区若葉台 7丁目という、住宅街だそうで、走行 

中の女性が車内から体長 1メートルほどの熊が横 

切ったのを目撃し通報したそうですね。 

またこの目撃情報の 1時間半前には、緑区澤井周 

辺で熊のような鳴き声をきいたとの通報も入って 

いたそうです。 

もちろん緑区では毎年熊の出没はあるのですが、 

住宅街というのが、怖いところです。若葉台７丁 

（次ページへ続く） 

≪会長の時間≫  



 

 

目は久保沢や川尻の隣の住宅街になりますし、そ 

の辺は仕事でも行くところですので、驚きました。 

熊に出会ってしまった場合は、あわてて立ち上が

らない、大声で騒がない、背中を見せて走って逃

げないことと言われていますが、実際ばったり遭

遇してしまったら、どうなんでしょうか。 

昔はよく「死んだふりをするとよい」などど言

われていましたので、ちょっと調べてみましたら、

目の前で遭遇してしまったときは、地面に伏せて

首をガードし、１撃目を食らわないのが大事だそ

うです。また、ステッキやスコップを持っていた

ら、振り回して自分の身体を大きくみせるのも良

い方法とのことです。 

一方山の中で離れたところで熊をみつけたと

きは、木の後ろに隠れ、木のふりをすることが有

効だそうです。熊は動くものに目がいって、じっ

としているものは何か判別できないそうなので、

よい手段かもしれませんね。 

熊に出会ったときの参考にしてください。 

さて、本日は少しご報告があります。まず光明

学園インターアクト部員の台湾研修の件ですが、

３年生２名と２年生２名のエントリーがあり、当

クラブを通じて申し込みをしていたのですが、３

年生の２名がこのたび正式にキャンセルとなり

ました。３年生の一人の方のお祖母様の具合が悪

くなり、そんなときに海外に行くのは心配とのこ

とで、キャンセルされ、もう一人は、お友達のそ

の子がいかないなら、、、とのことで２名キャンセ

ルとなりました。ご家庭のご事情もあることなの

で、残念ですが仕方ないと思います。 

又、11日（土）にロータリー奨学生の選考試験

に合格した杉野若葉さんのバックアップクラブ

ということで、黛さんにオリエンテーションにご

参加いただきました。１１日は横浜国大で、１２

月３日に開催される予定の「少年野球教室」の打

ち合わせに阪西が行って参りました。「少年野球

教室」の方は、昨年と同じように横浜国大の野球

部の選手が来てくださって、相模原の低学年の小

学生向けに指導をしてくださるという野球少年

にとっては大変貴重な体験になります。昨年はコ

ロナの関係もあって、４年生のみを集め、だいた 

 

 

い１５０人前後の人数だったそうですが、今年度 

は４年生３年生なども対象となるため、２００人 

くらいの規模になる予定です。本日回覧を回して 

おりますので、ぜひ参加して小学生達の応援をお 

願いいたします。 

この行事は相模原市の少年野球協会と一緒にや 

っている行事になります。もちろん１１日の話し 

合いも少年野球協会の方もいらっしゃいました。 

その他のご連絡ですが、先週第 1回目の情報委 

員会が開催されましたが、本日、明日１８時半よ 

りこちらの敦煌さんで２回目、３回目を行います。 

各日の出席者のかたは、どうぞよろしくお願いい 

たします。 

そして、来週の火曜日２１日は、２６日の地区 

大会が移動例会となるため、お休みになりますの 

で、お間違えのないようにしてください。 

その次の２８日火曜日は、友好クラブの台中文心 

ロータリーの郭さんがいらっしゃいます。色々と 

行事も続きますが、体調にくれぐれも留意し、１ 

１月、１２月と元気に乗り切っていきましょう！ 

 

 

◆福山 茂君（平和フェロー・奨学金委員長、 

相模原グリーン RC) 

本日はロータリー財団奨学生学友の柳川浩三 

様に卓話して頂きます。財団奨学生は、皆様 

の寄付で 100％運営しております。 

皆様の好意に、心より感謝申し上げます。 

◆阪西会長、藤本幹事 

 本日は盛りだくさんです！ 

① (有)相栄建総代表取締役山下真平様、よう 

こそいらっしゃいました。RCの例会を楽しん 

で行ってください。 

② ロータリー奨学生の柳川浩三様、卓話宜し 

くお願い致します。 

③ 相模原グリーン RC、平和フェロー・奨学金委 

員長福山様、本日はありがとうございます。 

④ 11月の結婚記念の横江会員、中里会員、 

会社創立記念の河野会員、おめでとうご 

ざいます！！     （次ページへ続く） 



＜委員会報告＞   （概要にて掲載） 

〇情報委員会       豊岡 淳委員長 

第 1回目の情報集会を終 

えて、活発な活動内容で、 

意見交換もできたと思い 

ます。引き続き、2回目、 

3回目がありますので、 

宜しくお願い致します。 

〇会員増強委員会     河野 崇委員長 

各グループでリストアッ 

プして頂き、リーダーか 

ら進捗状況を聞きながら、 

情報共有しながら、会員 

増強に繋がる活動をして 

いきたいと思います。 

〇姉妹委員会       小崎 直利委員長 

2週間後に台中文心ＲＣ 

郭さんがお越しになりま 

すので、当日の内容を別 

紙にてお知らせしました 

ので、ご協力よろしくお 

願いします。とても楽しみです。 

 

＜報告事項＞ 

1.第２７８０地区ガバナー事務所より 

ありません 

２.米山記念奨学会より賞状が届いています。 

・相模原中 RC  第 34 回米山功労クラブ 

・小野 孝会員 第８回マルチプル米山功労者 

・竹田 繁会員 第７回マルチプル米山功労者 

・櫻内康裕会員 第３回マルチプル米山功労者 

・冣住悦子会員 第３回マルチプル米山功労者 

 

 

 

 

◆中里 和男会員 

  結婚記念日のお祝いを頂き、有難うござ 

います。おかげ様で、二人とも元気に過 

ごしております。 

◆河野 崇会員 

  本日は、会社創立記念のお祝いを頂きあ 

りがとうございました。 

◆川合 貞義会員 

①柳川さん、福山さん、ご苦労様です。本 

日は、よろしく。 

②山下さんようこそ。仲間に是非入って下 

さい。お待ちしています。 

     ③欠席がちですみません。 

◆小野 孝会員 

①ゲスト卓話の柳川さん、福山さん宜しく 

お願いします。 

②会員結婚記念の横江さん、中里さん、オ 

メデトウございます。 

③会社創立記念祝の河野さん、オメデトウ 

ございます。 

◆阿部 毅会員 

①財団奨学生の柳川様、平和フェローの福 

山委員長、本日は宜しくお願いします。 

②ゲストの山下社長、ようこそ！！ 

③結婚記念の横江会員、中里会員、創立記 

念の河野会員、おめでとうございます。 

◆佐々木 敏尚会員 

①柳川様、福山様、山下様、本日はようこ 

そお越しくださいました。 

②柳川様、福山様、本日、卓話を宜しくお 

願い致します！ 

②本日のお祝の中里さん、横江さん、河野 

さん、おめでとうございます！ 

◆大井 達会員 

①相栄建総の山下様、ようこそお越しくだ 

さいました。お待ちしておりました。 

②本日、卓話でお越しの柳川様、福山様、 

宜しくお願いします。 

③11月お祝の皆様、おめでとうございます。 

④今朝は冬らしい冷え込みでした。 

 

 

 

 

 

◆南 篤史会員 

①本日オブサーブしてして下さった山下 

さん、ようこそ中ＲＣへ。食事や、交流な 

ど楽しんで行ってください。 

本日のスマイル額 １５，０００円 

   今年度累計額  ２１６，０００円 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



●例会場 中国名采「敦煌」                     ●例会日 毎週火曜日 １２：３０～１３：３０ 

〒252-0231 相模原市中央区相模原 2-13-1        ●編 集 親睦活動委員会 

       TEL 042-756-6555 FAX 042-756-6559   委員長：黛 裕治  副委員長：冣住 悦子 

●事務局 〒252-0239 相模原市中央区中央 3-12-3   委 員：川合 貞義、竹田  繁、田所  毅 

             相模原商工会館 ３F     櫻内 康裕、阿部  毅、横溝 志華 

TEL 042-758-5750  FAX 042-758-1605           南  篤史、山口 友彦、古屋 香織                                    

●Ｅ-mail：rotary@tbg.t-com.ne.jp         ●http://sagamiharanaka-rc.jp/ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

≪米山記念奨学会より感謝状≫ 

 

 

 

 

 

 

 

・相模原中 RC 第 34 回米山功労クラブ 

・小野孝会員 第８回マルチプル米山功労者 

・竹田繁会員 第７回マルチプル米山功労者 

・櫻内 康裕会員 第３回マルチプル米山功労者 

・冣住 悦子会員 第３回マルチプル米山功労者 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

１１月２８日 通常例会（昼間） 

       台中文心ＲＣ 郭氏出席予定 

 

点 鐘  １２：３０ 

会 場  中国名菜「敦煌」 

司 会  早川 正彦ＳＡＡ 

斉 唱  ロータリーソング「奉仕の理想」  

ソングリーダー 黛 裕治会員 

 

 

 

 

 

 

会 員 出席（対象者２１名） 事前メイク者 

２８名 (Zoom 含)２６名 １名 

欠席者 本日の出席率 修正出席率(10/24) 

１名 ９６．２９％ ９２．３１％ 

有限会社相栄建総 

代表取締役 山下 真平 様

 

地区平和フェロー・奨学金委員会 

福山 茂委員長（相模原グリーン RC） 

＜会員結婚記念祝＞ 

・横江 利夫会員 １１月１１日 

・中里 和男会員 １１月１２日 

＜会社創立記念祝＞ 

・河野 崇会員 ２００４年１１月１日創立 

mailto:rotary@tbg.t-com.ne.jp

